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　　　　　　　　　Ｉ．はじめに

　近年，学校教育現場では児童生徒の不登校，いじめ，

自殺，授業放棄，家庭内暴力などの問題が後を絶たな

い。これらの問題行動の共通の要因としては，いずれ

にもライフスキルの欠如1)が指摘されている。ライフ

スキルとは，ＷＨＯによれば，日常生活で生じる様々

な問題や要求に対して，建設的かつ効果的に対処する

ために必要な能力2)とされている。

　近年，告示された小中高校の新学習指導要領3)4)5)の

保健分野に｢不安，悩みへの対処の仕方について理解

できるようにする｣，｢ストレスに適切に対処するとと

もに心身の調和を保つことが大切である｣，｢欲求やス

トレスに適切に対処するとともに，自己実現を図るよ

う努力していくことが重要である｣力功口えられた。こ

のことからも学校教育におけるストレス対処への支援

がより重要になってきたと言える。

　谷尾ら6)7)は小中学生の日常ストレスと対処行動を

追究し，小中学生は日常生活で多様なストレッサーに

曝されているが，結構うまく対処していたことを報告

している。しかし，中には消極的対処行動に頼ってい

る子どもがいることから，積極的対処行動に着眼した

健康教育の必要性を指摘している。また，富田ら8)は小

学生のストレス対処とセルフェスティームを追究し，

セルフｅスティームの高い子どもは積極的対処行動が

多く，セルフェスティームの低い子どもは消極的対処

行動が多いことを指摘し，小学生の好ましいストレス

対処支援にはセルフヱスティームを高める視点からの

教育指導が大切であることを報告している。

　本研究では中学生の日常ストレッサーの状況とスト

レス対処行動を調査し，セルフェスティームから比較

検討した。

　　　　　　　　　II.調査方法

１．調査対象

　調査対象は愛知県内の３中学校の１～３年生であり

1061名を回収し, 999名を分析した。

２．調査時期ならびに方法

　調査は平成14年６月～７月にかけて，各中学校にお

いて無記名質問紙法を用いて行った。

３．調査内容

　(1)日常ストレッサーの有無と程度

　谷尾6)7)の調査で用いられた項目を参考にして，30項

目について調査した(表１参照)。

　(2)ストレス対処行動

　谷尾6)7)の調査で用いられた積極的対処行動９項目
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と消極的対処行動９項目の計18項目について調査した

　(表３参照)。

　(3)セルフｅスティーム

　セルフｅスティームの測定にはRosenbergのセル

フｅスティーム尺度日本語版10項目9)を使用した。

４．分析方法

　(1)日常ストレッサーの有無と程度

　30項目について最近１年間の経験の有無を尋ね，経

験があると答えた項目の合計をストレス個数とした。

経験があった場合には｢全然平気＝１点｣,｢まあ平気＝

２点｣，｢つらかった＝３点｣，｢非常につらかった＝４

点｣の４段階で回答させ，合計したものをストレス得

点とした。

　（2）ストレス対処行動

　対処行動18項目について「かなりそうする」，「まあ

まあそうする」と答えたものを１点，「そうしない」と

答えたものをＯ点とし，対処行動得点とした。対処行

動を積極的対処行動と消極的対処行動に分け，それぞ

れの得点とした。

　（3）セルフｅスティーム

　10項目についてそれぞれ４段階で回答させ，最もセ

ルフェスティームが高い場合は40点，最も低い場合は

10点とした。

５．比較方法

　データ処理はSPSS for Windows ver.lOを使用し

た。割合の比較にはｘ2検定，２群間の平均値の差の検

表１．日常ストレッサーの「ある」の割合（男女比較）

註１：（　）内は日常ストレッサーの「ある」の割合である。

註２：割合の多い順に掲載した。

註3 :ｘ2検定を用いて性別に比較した。df＝1，＊:Ｐ＜0.05　＊＊:Ｐ＜0.01
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表２．日常ストレッサーの「つらい十非常につらい」の割合（男女比較）

註１：それぞれの割合は表１の「ある」と答えた人数を100％Ｎとして算出した。

註２：（　）内は日常ストレスの「つらい十非常につらい」の割合である。

註３：割合の多い順に掲載した。

註4 :ｘ2検定を用いて性別に比較した。 df＝1，＊:Ｐ＜0.05　＊＊:Ｐ＜0.01

定にはt｀検定を，多群間の平均値の差の検定には一元

配置分散分析を行い，多重比較にはBonferroni (5 %

水準）を使用した。

　　　　　　　　　IⅡ｡調査結果

１．日常ストレッサーの有無（表１）

　日常のストレッサーの中では「自分の学校の成績の

ことで悩んだ」の63.3%が最も多く，以下「試験や試

合などで失敗した」，「急にたくさんやらなければなら

ないことができた」，「自分の嫌いなことをしなければ

ならなかった」が続いた。最も少なかった項目は「自

分が重い病気になった」であった。性差がみられた項

目は「自分の学校の成績のことで悩んだ」，「自分が失

敗するのではないかと恐れていた｣をはしめ15項目あ

り，いずれも女子の方が多かった。

２．日常ストレッサーの程度

　表２は日常ストレッサーの｢つらい十非常につらい｣

の割合を示した。影響が大きかった項目は｢自分の大

切なものを失ってしまった(84.6%)｣であり，以下｢誰

かにひどくいじめられた｣，｢身近な人が重い病気に

なった，あるいは亡くなった｣，｢自分の言ったことや

したことで他の人をがっかりさせてしまった｣が続い

た。最も低かった項目は｢母親が仕事を始めた｣であっ

た。性差がみられた項目は｢自分の大切なものを失っ

てしまった｣，｢誰かにひどくいじめられた｣をはじめ

17項目あり，いずれも女子の方が高かった。
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３。ストレス対処行動（表３）

　ストレス対処行動としては「信頼できる人に相談す

る(83.5%)」が最も多く，以下「勉強や趣味に集中す

る」，「困難に立ち向かい努力して乗り越える」，「いろ

いろ考え，見方や自分の考え方を変えてみる」と続い

た。割合が最も低かった項目は「泣きわめいたり，取

り乱したりする(25.4%)」であり，続いて「誰にも相

談せずに悩み続ける」，「おいしいものを食べたり，や

け食いをする」であった。

　性差がみられた項目は11項目あり，男子の方が高

かった項目は「部活動に熱中する」，「あまり心配する

ほどのものでないと決める」をはじめ５項目であり，

女子の方が高かった項目は「信頼できる人に相談す

る」，「人に話し気持ちを分かってもらう」をはじめ６

項目であった。

４．ストレス個数

　ストレス個数の平均（標準偏差，以下S.D.)は男子

8.9 (5.5),女子は11.2 (5.5)であり，女子の方が有

意に多く（Ｐ<0.01），全体では10.1 (5.6)であった。

５．ストレス得
ぶ

　ストレス得点の平均（S.Ｄ.）は男子21.6 (15.6),女

子29.5 (17.4)であり，女子の方が有意に高く（Ｐ

　<0.01），全体では25.5 (17.0)であった。

６．ストレス対処行動得点

　積極的対処行動得点の平均(S.D.)は男子6.6(2.1),

女子が6.5 (1.9)であり，差はなかった。消極的対処

行動得点は男子4.2 (2.1),女子は4.9 (1.9)であり，

女子の方が有意に高かった（Ｐ<0.01）。

7.セルフｅスティーム

　セルフｅスティームの平均（S.Ｄ.）は全体では24.

5(5.3)であり,性別では男子25.4(5.1),女子23.6(5.4)

であり，男子の方が有意に高かった（Ｐく0.01）。

表３．ストレス対処行動の「かなりそうする十まあまあそうする」の割合（男女比較）

註１ ：ＳＥ３群＝セルフェスティームの平均値より３群に分けた。
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表５．セルフェスティームからみたストレス得点

表６．セルフエスティームからみたストレス対処行動得点（男子）

表７．セルフェスティームからみたストレス対処行動得点（女子）

８。セルフェスティームからみた比較

　セルフェスティームから比較するために，男女別に

平均値の－1S.Ｄ.以下を低群,＋1S.Ｄ.以上を高群，

その中間を中群として３群に分けた。

　(1)セルフェスティームからみたストレス個数

　表４に示すように，男子のセルフェスティーム３群

からみたストレス個数の平均(S.D.)は低群10.1(5.3),

中群8.8 (5.5),高群8.5 (5.7)であり，３群間に差は

なかった。また，女子のストレス個数の平均(S.Ｄ.)は

低群13.8 (5.4),中群11.1(5.3)，高群8.4 (5.4)で

あり，３群間に差がみられ，高群より中群，中群より

低群が高かった。

　(2)セルフェスティームからみたストレス得点

　表５に示すように，セルフェスティームからみたス

トレス得点の平均(S.D.)は低群26.1(17.4),中群21.0

　(15.1),高群19.7 (15.0)であり，３群間に差がみら

れ，低群が中群・高群より高かった。また，女子のス

トレス得点の平均(S.Ｄ.)は低群40.0(18.4),中群28.

8 (16.3),高群20.9 (16.2)であり，３群間に差がみ

られ，高群より中群，中群より低群が高かった。

　(3)男子のセルフェスティームからみたストレス対

処行動得点(表６)

　男子のセルフェスティームからみた積極的対処行動

得点の平均(S.D.)は低群5.4 (2.3),中群6.8 (2.0),

高群7.0 (1.9)であり，３群間に差がみられ，中群・

高群が低群より高かった。消極的対処行動得点は低群

4.4 (2.1),中群4.2 (2.1),高群3.8 (2.0)であり，

３群間に差はなかった。

　（4）女子のセルフェスティームからみたストレス対

処行動得点（表７）

　女子のセルフェスティームからみた積極的対処行動

得点の平均（S.Ｄ.）は低群5.4 (2.0),中群6.7（1.8），

高群7.0（1.7）であり，３群間に差がみられ，中群・

高群が低群より高かった。消極的対処行動得点は低群

5.4 (1.7),中群5.0 (1.9),高群3.8 (1.8)であり，

３群間に差がみられ，低群呻群が高群より高かった。

　　　　　　　　　IV.考　　察

　中学生の日常ストレッサーで最も多かったのは「自

分の学校の成績のことで悩んだ」の63.3%であった。

谷尾ら6）の小学生の調査ではその値は44.5%であり，

榊原1o）の高校生の調査では61.7%であった。岡安ら11）

の調査でも，学業に関するストレッサーが他の学校ス

トレッサーに比べて高いことが報告されており，日常
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ストレッサーにおける学業のストレッサーが上位を占

めるのは中学生などの思春期に現れる日常のストレッ

サーの特徴と言える。

　本研究の女子中学生の日常ストレッサーの中では

　「自分の顔やスタイルのことで悩んだ」が第１位(69.

5％）であり，それを「つらい十非常につらい」とする

者は52.9%であった。榊原lo）の高校生の調査でも女子

では「自分の顔やスタイルのことで悩んだ」が日常ス

トレッサーとしては第１位(83.7%)であり，「つらい十

非常につらい」者は57.3%と高かった。これについて

阿部12）や中島ら13）は，自分の姿の変貌という新しい事

態は自分の身体に関して過度の関心を生じさせ，女子

は男子よりも身体発達が早いことからも，自己の身体

への注目が向くとともに，注目の結果「かっこよさ」

や「美しさ」といった理想の社会的基準との比較によ

り，自己の身体に対する不満を男子より，より高くも

つということを指摘している。

　谷尾ら7）は日常ストレッサーの中で「つらい十非常

につらい」とする出来事は「自分の大切なものを失っ

てしまった」，「身近な人が重い病気になった，あるい

は亡くなった」，「誰かにひどくいじめられた」が上位

を占めたと報告している。本研究でもこれらは上位を

占めていたが，中でも「誰かにひどくいじめられた」

は経験としては12.1%と少なかったが，経験した者の

84.3%が「つらい十非常につらい」としており，性別

では女子90.3%,男子75.5%であった。島14）は昨今の学

童期における大きなストレス源の一つはいじめである

とし, NHKの中学生の世論調査15）においても，４分の

３の生徒が被害者にしろ加害者にしろ，何らかの形で

いじめに関わっているとしている。

　今回の中学生のストレス個数を性別に比較してみる

と，男子8.9,女子11.2であり，女子の方が多く，スト

レスの得点も男子21.6,女子29.5であり，女子の方が

高かった。榊原1o）の高校生の調査においても女子の方

が多いことは認められている。この女子のストレス個

数や得点が高いことについて，島16）は女性ホルモンが

関係しているとしている。それによると女性はほぼ月

に一度月｀経が訪れ，この月経の一週間くらい前や月経

中は女性の心身の調子が変わりやすくなり，もちろん

個人差はあるがこの時期には，他の時期であれば，些

細なこととして済ませられるような出来事も感情が不

安定になって，イライラしたり，落ち込むことがよく

あり，換言すればストレッサーに対して過敏な時期で

あるとしている。性周期だけが性差の起きる要因では

ないだろうが，ストレッサーと心身の健康を考える際

には，こうした性差を考慮に入れることの重要性が示

されている。

　宗像17）は,対処行動には２つの対処行動があり,一つ

は生活上の要請に対して，例えば「考え方を変えてみ

る，見通しを得るためにしばらく離れてみたり，見通

しや計画を立ててみる」という認知上や，「信頼できる

人の助言を得る，問題解決の手がかりを得たり，解決

のための行動をとる」などの積極的対処行動があり，

もう一つは「見通しや計画を立てないで，以前失敗し

た方法をそのまま変えずに応じようとしたり，誰かが

してくれるまで待つ」などといった認知においても行

為においても消極的，逃避的な対処行動があるとして

いる。前者のような，問題となっていることの解決に

積極的な努力をする積極的対処行動をとることがスト

レス軽減，解消に効果的であるとされるが，後者のよ

うな対処行動をとることはストレス軽減に効果がない

ばかりか適切な問題解決に失敗し，周りの評価が得ら

れず，自己の価値観を低下させ,無力感を伴い,かえっ

てストレス反応が強まり，心身の不健康につながる悪

循環過程をつくりやすいとしている。

　本研究では積極的対処行動に当たる「信頼できる人

に相談する」が83.5%と多く，性別では男子76.7%,

女子90.4%であり，女子の方が高かった。谷尾6）の小学

生の調査でも男子78.8%,女子85.9%,榊原1o）の高校生

の調査でも男子77.3%,女子91.2%であり，同様に女

子が高いことが認められている。これについて伊藤19）

は相談者の有無と対処行動との関連が認められたこと

を報告している。また,森本19）は,信頼できる人がいる

などという人間関係を中心とした情緒的支援網の存在

があることは男女共にストレス反応を減少させるが，

男性ではそれが間接的な効果に過ぎないのに対し，女

性では直接的にストレス反応を減少させていることに

つながっていると指摘している。

　性別でストレス対処行動の違いをみると，11項目で

性差が認められた。男子が多かったのは「部活動に熱

中する」，「それはあまり心配するほどめものでないと

決める」をはじめとする５項目（表３参照）であり，

女子が多かったのは「信頼できる人に相談する」，「そ

れを人に話し気持ちを分かってもらう」をはじめとす

る６項目であり，このように性差が大きいことからも，

男女の違いに着目した対処行動の援助が必要であると

考える。

　セルフｅスティームを性別にみると，男子の方が高

かった。川畑ら2o）も男子の方が女子よりセルフェス

ティームが高いことを報告している。学年別では，本

研究の中学生のセルフｅスティームは24.5,富田8）ら

の小学生は26.0,榊原10）らの高校生は24.1であり，セル

フｅスティームは小学生で高く，中学生，高校生の順

に低かった。村田21）の調査でもアメリカの子どもたち

は小学４年生から中学２年生まで自己価値がさほど下

がってないのに対し，日本の子どもたちは学年が上が

るにしたがって低下していることを示されており，小

学６年生頃から起こる，日本の子どもたちへの教育ス

トレッサーや学校状況の変化やその背景にある社会心

理要因の影響が深刻であるかを示している。
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中学生の日常ストレスとセルフェスティームに関する研究

　次に，セルフェスティームとストレス個数・得点と

の関連をみた。セルフェスティームとストレス個数に

おいては女子にセルフェスティームが高いほどストレ

ス個数が少なく，セルフｅスティームとストレス得点

においては男女ともにセルフｅスティームが高いほど

ストレス得点が低かった。また，セルフェスティーム

と対処行動との関連をみると，セルフｅスティームと

積極的対処行動においては男女ともセルフェスティー

ムが高いほど積極的対処行動得点が高く，消極的対処

行動においては女子にセルフェスティームが低いほど

消極的対処行動得点が高かった。富田8喘の小学生の

調査においてもセルフェスティームの高い子どもはス

トレスの個数・得点が低く，積極的対処行動得点が高

く，セルフェスティームの低い子どもはストレスの個

数・得点が高く，消極的対処行動得点が高いことが報

告されている。これらの結果は，Ｒｏｓｓｍａｎ２２)がセルフ

ェスティームとストレス対処行動との関係について，

自己価値観を高く持っている小学生は問題解決的な対

処行動や気分転換をよく採用する傾向が強いと指摘し

ていることからも，子どもの日常ストレッサー，スト

レス対処行動とセルフェスティームとの間には関連が

みられ，セルフェスティームが高い子ほど，ストレス

と上手につきあうことができると言える。

　川畑23)は，学校は家庭とともに子どもたちのセルフ

ｅスティームの形成に大きな影響を与える場所であ

り，子どもたちのセルフェスティームは，発達に伴っ

て同世代の仲間の影響を強く受けるようになるからで

あると報告している。そのため，学校教育，健康教育

は子供たちのセルフｅスティームを育てるために多く

のことができると言える。

　Ｐａte124)は日常的に起こるストレッサーが何である

か，またそれがどのような影響を及ぼすのかというこ

とに常に気付き認識する習慣をつけることが，自分白

身の身体が精神的なイメージに対してどのように反応

するかを知ることにつながり，来るべき状況に直面す

る際に精神面での備えができると指摘している。これ

までわが国で行われてきた健康教育の多くは，知識の

獲得にのみ焦点を当ててきている。もちろん健康に関

する知識を子どもたちに獲得させることは，意味のあ

る大切なことである。しかし,渡邊25)が言うように,知

識はそれ自体が価値を持っているわけでなく，何らか

の目標，健康教育の場合は健康的な行動に結びついて

こそ価値を持つのである。今日までに日常ストレッ

サーや対処法についての調査，研究は多くの方々が

行ってきているが，こうしたら直ちに好ましいストレ

ス対処法が獲得できるという健康教育はないといって

よい。竹中ら26)をはじめとする実践的ストレスマネジ

メント教育などの積み重ね，増え続ける子どもたちの

ストレス関連問題を予防の観点から見直し，自分たち

のできる内容をできる範囲で取り組むことが必要であ

ると考える。

　本研究からは中学生は日常生活では多くのストレッ

サーに曝されているが，結構うまくストレス対処して

いることが窺われた。また，セルフｅスティームが高

い生徒は積極的対処行動が多く，セルフｅスティーム

の低い生徒は消極的対処行動が多いことが分かった。

今後，好ましいストレス対処行動の獲得への支援はセ

ルフｅスティーム向上を考慮した実践が大切であるこ

とが示唆された。

　　　　　　　　　Ｖ．要　約

　本研究では，中学生999名（男子504名，女子495名）

を対象に日常ストレッサー，対処行動，セルフェス

ティームを調査し，以下のような結果を得た。

（1）中学生の日常ストレッサーの中では「自分の学校

の成績のことで悩んだ」の63.3%が最も多く，以下「試

験や試合などで失敗した」，「急にたくさんやらなけれ

ばならないことができた」が続いた。性差がみられた

項目は「自分の学校の成績のことで悩んだ」，「自分が

失敗するのではないかと恐れていた」をはじめとする

15項目であり，いずれも女子の方が多かった。日常ス

トレッサーの中で最も影響が大きかった出来事は「自

分の大切なものを失ってしまった」の84.6%であり，

以下「誰かにひどくいしめられた」，「身近な人が重い

病気になった，あるいは亡くなった」と続いた。性差

がみられた項目は「自分の大切なものを失ってしまっ

た」，「誰かにひどくいじめられた」をはじめとする17

項目であり，いずれも女子の方が多かった。

（2）ストレス対処行動の中では「信頼できる人に相談

する」の83.5%が最も多く，以下「勉強や趣味に集中

する」，「困難に立ち向かい努力して乗り越える」と続

き，上位には積極的対処行動が多かった。性差がみら

れたのは11項目であり，「部活動に熱中する」，「それは

あまり心配するほどのものではないと決める」をはじ

めとする５項目では男子が，「信頼できる人に相談す

る」，「それを人に話し気持ちを分かってもらう」をは

しめとする６項目では女子が高く，性差がみられた。

（3）男女ともにセルフェスティームが高いほど積極的

対処行動得点が高く，ストレス得点が低かった。女子

ではセルフｅスティームが低いほど消極的対処行動得

点が高く，ストレス個数が多いことが認められた。

　以上，中学生は日常生活において多くのストレッ

サーに曝されているが，セルフｅスティームが高い子

どもは積極的対処行動が多く，セルフｅスティームが

低い子どもは消極的対処行動が多いことが分かった。

今後，中学生の好ましいストレス対処行動獲得への支

援には，セルフェスティームを高める視点からの教育

指導が効果的であることが示唆された。
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